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　「支援を続ける理由」
　地球市民の会はドリームアーティストの大志さんと東日本大震災復興支援事業とし
て、子どもの夢を拾い、未来に向かってまた立ち上がってもらう「いのちのまつりプ
ロジェクトを実施している。２月、その大志さんが出会った気仙沼高校３年生の男の
子、Ｙ君のことである。
　彼に昨年３月11日、あの震災のときにどうしていたのか尋ねた。彼はただ、申し訳
ないです、とだけ話した。彼の家は高台にあり、彼の家も家族も何の被害にもあって
いなかったことをそう表現したのだ。
　震災後このような人の話にたくさん出会った。被害に遭わなかったことで逆に罪悪
感に苛まれる方々。苦しんでいるのは直接被害者だけではなく、スポットを浴びない
被災の境界に暮らして方々もそうなのだ。
　そのなかで、その罪悪感から自分の生きる道を見つける人もいる。それがＹ君だっ
た。彼は望めば大学に行くことが可能な進学校に在学する。その彼に将来の進路を尋
ねた。「大学には行かないの？」。すると彼は「僕は大学には行きません」と答えた。
勉強できるのにどうして？と続けて尋ねると「大学に行ったら４年間この町を離れな
ければなりません。でも、僕は復活していくこの町とともに生きていたいのです」と
その理由を話した。そして続けさま「僕は消防士になります」と将来の夢を語った。
「あの巨大な津波が襲い掛かってくるとき、その津波に向かって防波堤の扉を閉めに
走っていた消防士を僕は見ていました。その人は僕の知っている人でした。そしてそ
の人はそのまま帰ってきませんでした。あの走り行く後ろ姿がまぶたから消えません。
僕はこの町を守るという彼の意思を継ぎたいから消防士になるのです。」
　私たちの復興支援なんて、このＹ君の前では高々知れていると思ってしまう。しか
し、このような少年が気仙沼にいて、そして、このような少年と出会えることが私た
ちに感動を与えてくれ、もっと応援したいという気持ちにさせてくれる。そうなれる
のも、小さいながらも支援を続けているからなのだと思う。
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協力者一覧

気仙沼に残り、後輩のために生きると話す高校三年生Y君の夢。
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大野　博之

敬天愛人
　－一隅より、世を照らさん－
　　　　　　　　　　　　　　  Vol.８

『よろこべば、よろこびごとが、よろこんで、

よろこびおあつめて、よろこびにくる』

　

前
号
に
引
き
続
き
﹁
古
賀
武
夫
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

第
三
号
﹃
敬
天
愛
人

－

一
隅
よ
り
、
世
を
照
ら
さ

ん

－　

﹄﹂
か
ら
、
古
賀
先
生
の
一
九
九
四
年
︵
平

成
六
年
︶
の
言
葉
を
辿
り
ま
す
。

地
球
市
民
と
は

　

地
球
市
民
と
は
、
認
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
人

で
あ
る
。
違
っ
て
い
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
で
よ
し

と
す
る
こ
と
。﹁
こ
れ
し
か
な
い
﹂
と
考
え
る
か

ら
誰
か
が
排
除
さ
れ
る
の
だ
。
人
は
そ
れ
ぞ
れ

が
、
能
力
も
資
質
も
性
格
も
個
性
も
違
っ
て
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
負
っ
て
生
き
て
い
る
。

そ
れ
が
自
然
で
あ
り
、
良
い
こ
と
で
あ
る
。
区
別

や
違
い
が
あ
る
の
が
自
然
で
、
そ
れ
を
差
別
す
る

の
は
不
自
然
な
こ
と
で
、
そ
の
行
為
は
良
く
な
い

こ
と
で
あ
る
。
地
球
市
民
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
ひ
と
つ
の
価
値
観
や
も
の
さ
し
で
測
る
の
で

は
な
く
、
多
様
な
価
値
観
を
有
る
が
ま
ま
で
認

め
、
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
人
だ
。
し
か
し
、

そ
う
な
る
た
め
に
は
、
か
な
り
の
修
行
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
の
方
法
の
一
つ
が
、
周
り
の
人

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
自
分
に
な
る
こ
と
だ
。
国
際

交
流
や
国
際
協
力
を
い
う
前
に
﹁
凡
事
徹
底
﹂、

平
凡
な
あ
た
り
前
な
足
元
の
こ
と
を
や
っ
て
い
く

こ
と
だ
。
家
の
前
の
掃
除
な
ど
身
の
回
り
の
こ
と

か
ら
、
近
所
の
苦
役
や
自
治
会
の
出
ご
と
に
率
先

し
て
出
て
い
き
、
文
句
を
言
わ
ず
黙
々
と
こ
な

し
、
ご
近
所
の
人
に
喜
ん
で
も
ら
う
。
地
球
市
民

の
第
一
歩
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
と
思
う
。

感
動
を
与
え
ら
れ
る
日
本
人
は
い
な
い
の
か

　

地
球
市
民
の
会
は
タ
イ
で
の
衝
撃
と
感
動
を
得

る
こ
と
で
、
多
く
の
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
心
を

豊
か
に
し
て
き
た
。
し
か
し
、
お
か
し
く
は
な
い

か
。
日
本
が
経
済
大
国
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
二

千
年
以
上
の
豊
か
な
文
化
を
有
す
る
国
で
あ
り
、

我
々
が
世
界
の
最
先
端
の
文
明
人
で
あ
る
な
ら

ば
、
途
上
国
の
人
々
が
我
々
を
見
て
感
動
し
、
涙

を
流
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
実
際

に
は
そ
ん
な
人
は
い
な
い
。
感
動
さ
せ
涙
を
流
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
日
本
人
は
果
た
し
て

ど
こ
に
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
も
し
、
現
在
、
そ
の

よ
う
な
人
が
少
な
い
の
な
ら
、
そ
う
い
う
人
に
な

る
努
力
、
そ
う
い
う
人
を
育
て
る
努
力
を
続
け
る

意
識
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
ヤ
ン
ゴ
ン
、
世
界
仏
教
徒
瞑
想

セ
ン
タ
ー
僧
院
長
ウ
・
ビ
ニ
ャ
・
デ
ィ
バ
師
と
の

対
話

古
賀
⋯
﹁
私
が
い
つ
も
疑
問
に
お
も
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
半
面
、
地
球
の
人
口
問
題
を
考
え
る

と
、
命
を
救
う
こ
と
が
、
地
球
全
体
の
た
め
に
は

害
な
の
で
は
な
い
な
い
か
﹂

総
院
長
⋯
﹁
仏
教
の
教
え
は
﹃
殺
す
な
か
れ
﹄
で

す
。
文
句
な
し
に
救
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
害
か

ど
う
か
は
人
間
が
決
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
然

が
決
め
る
こ
と
で
す
﹂

古
賀
⋯
﹁
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
た
ち
は
休
む
こ
と
が

多
く
、
あ
ま
り
働
い
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
教
育
を
し
て
い
ま
す
か
？
﹂

総
院
長
⋯
﹁
し
っ
か
り
働
く
よ
う
に
教
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
必
要
以
上
に
働
く
こ
と
は
な
い
と

教
え
て
い
ま
す
﹂

総
院
長
⋯
﹁
日
本
人
に
は
技
術
や
資
金
の
支
援
は

期
待
し
ま
す
が
、
精
神
面
で
期
待
す
る
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。

古
賀
⋯
﹁
心
が
な
け
れ
ば
協
力
は
で
き
ま
せ
ん
﹂

総
院
長
⋯
﹁
あ
な
た
が
言
う
心
と
は
、
同
情
と
か

慈
悲
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
の
言
う
精
神
と
は
、

自
分
を
探
求
し
、
自
己
を
発
見
し
、
そ
の
と
き
、

自
分
と
他
人
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ

と
で
す
。﹂

１
０
０
０
万
円
の
寄
付

　

あ
る
日
私
の
机
の
上
に
一
枚
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
置
か

れ
て
い
た
。
送
り
主
は
大
阪
の
会
社
の
社
長
で
あ

り
、
当
会
の
会
員
だ
っ
た
。

﹁
本
日
、
私
の
口
座
か
ら
一
千
万
円
振
込
み
ま
す

の
で
、
古
賀
さ
ん
の
﹃
お
役
目
﹄
を
果
た
す
た
め

に
お
使
い
く
だ
さ
い
。
ち
ょ
っ
と
寄
付
に
し
て
は

大
き
い
金
額
の
よ
う
な
気
は
自
分
で
も
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、﹃
天
﹄
と
の
関
係
で
言
う
と
、
古

賀
さ
ん
は
建
設
部
長
、
私
が
財
務
部
長
で
﹃
天
﹄

の
指
示
に
よ
り
、
建
設
部
長
が
財
務
部
長
か
ら
資

金
を
回
し
て
も
ら
う
の
は
、
ま
ぁ
当
然
の
こ
と
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

機
関
誌
に
名
前
を
載
せ
た
り
、
礼
状
や
感
謝
状

は
や
め
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
に
よ
る

と
、
こ
の
こ
と
の
返
礼
は
﹃
天
﹄
が
何
倍
に
も
利

息
を
つ
け
て
、
仕
事
上
の
成
功
と
か
と
い
う
形
で

返
し
て
く
れ
る
の
で
、
お
気
遣
い
な
く
。

　

食
い
っ
ぱ
ぐ
れ
た
ら
佐
賀
の
方
に
流
れ
て
い
き

ま
す
の
で
、
そ
の
時
は
し
ば
ら
く
食
わ
せ
て
く
だ

さ
い
﹂

よ
ろ
こ
び

　

﹃
あ
り
が
た
い
﹄
と
は
、
何
が
あ
っ
て
も
、
何

が
起
こ
ろ
う
と
も
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
素
直
に
受

け
入
れ
、
感
謝
し
、
喜
ぶ
心
で
す
。
そ
し
て
、
人

様
か
ら
﹁
あ
り
が
と
う
﹂
と
言
わ
れ
る
こ
と
に
喜

ぶ
こ
と
で
す
。
私
の
や
っ
た
こ
と
で
、
人
が
喜
ぶ
。

そ
の
こ
と
で
自
分
が
嬉
し
く
な
り
喜
び
ま
す
。
す

る
と
喜
ん
で
く
れ
た
人
は
も
っ
と
嬉
し
く
な
り
喜

び
ま
す
。
こ
れ
が
ら
せ
ん
状
の
よ
う
に
上
に
上

に
、
天
ま
で
登
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
に
な
る
こ

と
が
、
本
当
の
個
人
の
幸
せ
な
の
だ
。

〜
よ
ろ
こ
べ
ば
、
よ
ろ
こ
び
ご
と
が
、
よ
ろ
こ
ん
で
、

よ
ろ
こ
び
お
あ
つ
め
て
、
よ
ろ
こ
び
に
く
る
〜

母
の
請
求
書

　

子
ど
も
が
お
手
伝
い
を
し
て
、
お
母
さ
ん
に
、

﹁
は
い
っ
﹂
と
渡
し
た
の
が
一
枚
の
請
求
書
だ
っ

た
そ
う
で
す
。﹁
皿
洗
い　

百
円
、
掃
除　

百
円
、

肩
た
た
き　

五
十
円
、
合
計
二
五
〇
円
﹂
お
小
遣

い
が
欲
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
す
る
と
お
母
さ

ん
は
ニ
ッ
コ
リ
と
笑
い
、
請
求
書
通
り
の
お
金
を

封
筒
に
入
れ
て
子
ど
も
に
あ
げ
ま
し
た
。
そ
の
封

筒
に
は
一
枚
の
請
求
書
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。﹁
あ

な
た
が
生
ま
れ
て
き
て
か
ら
の
食
費　

ゼ
ロ
円
、

お
む
つ
取
替
料
・
洗
濯
料
を
含
む
衣
料
代　

ゼ
ロ

円
、
す
べ
て
の
お
世
話
代　

ゼ
ロ
円　

合
計　

タ

ダ
﹂

た
と
え
明
日
が
世
の
終
り
で
も
、
私
は
今
日
り
ん

ご
の
苗
を
植
え
る

　

私
の
中
学
時
代
か
ら
の
親
友
が
、
難
病
を
患
い

八
年
前
寝
た
き
り
に
な
っ
た
。
彼
の
病
気
は
運
動

機
能
障
害
で
体
が
動
か
な
く
な
る
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
彼
が
原
稿
用
紙
二
枚
分
の
手
紙
を
送
っ
て
き

た
。
一
ヶ
月
か
二
ヶ
月
に
一
回
送
ら
れ
て
く
る
。

そ
ん
な
彼
に
電
話
で
尋
ね
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
話

す
の
も
非
常
に
疲
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
短

い
目
に
話
す
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
彼
な
の
で
字

を
書
く
の
も
大
変
だ
と
思
い
﹁
一
日
ど
れ
く
ら
い

か
け
る
の
だ
﹂。
す
る
と
彼
は
﹁
二
十
字
く
ら
い

か
な
﹂
と
。
そ
う
、
彼
の
手
紙
は
一
１
ヶ
月
以
上

か
か
っ
て
書
か
れ
た
手
紙
だ
っ
た
。﹁
お
前
は
生
き

て
い
る
だ
け
で
素
晴
ら
し
い
、
俺
は
感
動
し
た
ぞ

﹂﹁
何
？
俺
は
生
き
て
る
だ
け
で
い
い
の
か
？
そ

ん
な
こ
と
を
言
っ
て
く
れ
た
の
は
古
賀
だ
け
だ
。

あ
り
が
と
う
、
お
れ
は
う
れ
し
い
！
﹂
私
は
流
れ

る
涙
を
抑
え
き
れ
な
い
ま
ま
詩
人
・
安
積
得
也
の

一
文
を
思
い
出
し
て
い
た
。﹁
た
と
え
明
日
が
世
の

終
り
で
も
、
私
は
今
日
り
ん
ご
の
苗
を
植
え
る
﹂

︵
以
下
続
く
︶
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和顔愛語和顔愛語和顔愛語和顔愛語和顔愛語和顔愛語和顔愛語和顔愛語和顔愛語和顔愛語和顔愛語
佐 藤 昭 二

　過日連れ合いと些細な事で口論となった。

取るに足らない事では有るが、白熱して双方とも引

かない。最も近い関係の夫婦だから、なおさら引っ

こみがつかない。

　この状況に私は「この「台風」は簡単には消えそ

うもないぞ、どうやって収束させよう」と思案して

いた。その時、私の頭にふと閃きが有った。

「台風の目の中に入ったらどうだろう？…」

私は、台風に逆らわないでいって見ようと思った。

右へ左へと。一緒に台風の動きに合わせて見たら、

意外と心地が良いことがわかった。そして驚いたこ

とに、そのうち台風そのものが何にも無かった様に

消えて居るのだ。つまり、台風に逆らって居る自分

がいたのだ。

今回の口論でこの世の中は案外この原理で動いてい

るのかもしれないと私は考えさせられた。

家庭は社会の最小単位である、この家庭が治まらな

いで社会生活をうまく運ぶのは難しい。社会生活で

問題を起こしている方はほぼ家庭に問題が有るとみ

て間違いが無い様だ。

　では家庭に問題を抱えているのは何が原因なのか？

それは生立ちに有る。しかしほどんどの人は自分の

生い立ちによって出来る自分の精神構造は分らない。

そこに夫婦の価値と役目が有る。夫婦は相手が有っ

て成り立っている、その相手こそが自分を育てる師

匠である。日本には昔から師弟関係と云うのが有る、

もしかすると夫婦間もそうかもしれない。

常にお互いが師匠であり、弟子である。

師匠の役目は弟子を壊すことが役目の様に思う。お

互いの自分のこれまでの観念が壊れた時、真に自分

が求めていたものがひとりでに入って来る。この時

の喜びは何物にも替えがたい。夫婦とは正に先祖が

選んだ相手であり、自分を育ててくれる最高の師匠

である。

　この世に生まれおちて、今日までの構築された精

神構造（感覚）は普段の生活で変える事は不可能に

近い。通常これを変える事が出来るのは、大病をし

た時や、会社等の倒産等で社会的に気付かされた時

であろう。

しかし、そのような大事に遭遇しなくても、自分自

身の精神講道を変えることができる。身近に居る夫

婦である相手を師匠と思って日常を過ごすことであ

る。これによって自分の真の姿を発見する事ができ

ればそれがまさに最も理想と思われる。

　したがって夫婦間に不協和音が流れ出した時、ま

た些細な事で傷つけ合う時、この時こそ私が育つ最

高のチャンスである。台風の動きに逆らうのではな

く、台風の目の中に入ってみる事も大きな意味が有

ると思う。

　我が家の台風は穏やかな温帯性気候となり、口論

があったことがうそのように感じられる様になった。

台風の目
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　平成 24年 3月11日、被災から1年のこの日、地球市民の会は３・１１東日本大震災復興支援ＳＡＧＡコンサート実行委員会の主力部
隊としてイベントを佐賀市のどんどんどんの森「ふれあい広場」で10：30から16：30まで実施しました。

 　目的は「東日本大震災を忘れない」「追悼の想い、そして復興への願い」でした。また、亘理郡山元町、東
松島市、の施設及び仮設住宅の支援のための支援金の募金も目的の一つでした。

　被災地では、しめやかに過ごすこの日に14時 46分の黙とうをメインに、佐賀から被災地へ音楽で元
気を届けました。

　佐賀県の佐賀北高校、佐賀商業高校、佐賀学園高校の吹奏楽部、佐賀市吹奏楽団による、復興支援と
追悼の音楽、楽団総数 200名
佐賀の佐賀市民混声合唱団、平和の旅へ合唱団さが、悪魔の飽食合唱団さがによる混成チームによる合
唱曲、80名
　ポップスは佐賀にゆかりのあるプロ・ミュージシャンにボランティアで集まってもらいました。「はなわ・
ケイタク・千綿偉功・木原慶吾＆スピリッツ」のそれぞれが素晴らしいパフォーマンスを演じてくれました。
「はなわ」さんは一番人気で多くの方
が一緒に写真を取っていました。千綿
さんは東京から追いかけてきてくれた

ファンもいて、根強い人気でした。イベント終了後の CD のサイン会は長
蛇の列でした。

　県内物産産直市やフリーマーケットの出店が会場周辺に 100 店出て
いました。福興支援の酒・絆伝心の販売会、宮城県人会佐賀の「あぶら
麩丼」、呼子の朝市、佐賀牛など漁協、農協のご協力もありました。

　また、生涯学習センターのロビーでは佐賀から「元気を送ろうキャン
ペーン」のことしの支援活動リポート展も行いました。いろんな活動の報
告パネルや被災地の子供の夢を書いたハンカチ展示などに足を止めて
読んでいる人も大勢いました。

　コンサート終了後、福島や東北に祈りを込めてキャンドルナイトも実施されました。

　雨続きの中の奇跡的な晴れ間でしたが、気温は寒く風も強いという状況での野外コンサート、産
直市、展示の各コーナーに延べ5000人もの方がいらっしゃってくれました。

　集まった募金は90万円で、経費を引いた支援金は35万円となりました。4月には被災地に届
けます。

佐賀の思いが被災地に届く

あれから１年～佐賀から元気を送ろう
３・11東日本大震災復興支援ＳＡＧＡコンサート～天までとどけ！こころの絆～

佐賀のゆるキャラも大集合

最後のフィナーレは「Stamd by.Me」の大合唱 出店おば
ちゃんズ

も元気元
気！

募金ガールズ
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　東日本大震災で被災した佐賀県出身の仙台在住の砂子啓子さ
んから地球市民の会理事の西村尚子さんに一本の電話がありまし
た。「風評被害で宮城のコメ農家・千葉さんが困っていて、廃業
をすると言っている。何とかならないだろうか！」京都の大手酒造
メーカーから契約栽培をしていた「幻の米」と呼ばれる『イセヒ
カリ』の突然の契約破棄を申し入れられました。この会社の為に
作っていた米の買い取り拒否は彼にとっては死活問題でした。

　この米『イセヒカリ』は伊勢神宮神田で栽培されていた稲が台
風ですべて倒れてしまったときに奇跡的に立っていた米で、調べる
と他の稲とは遺伝子的に違う米だったという事で「奇跡の米」「幻
のコメ」と言われています。そして、千葉さんのコメはセシウムの
不検出はもちろん、「ネオ二コチノイド系農薬」も不使用の大変貴
重なものでした。

　この状態から、縁があってのお話なので、「佐賀から元気を送
ろう！キャンペーン」でこの米を買い取ろう、炊出しで使おう、と
いう話になりました。この話を聞いた地球市民の会理事の西村一
守さんがなじみの佐賀の酒蔵「天吹酒造」さんに相談してみまし
た。すると、「天吹酒造」の木下社長は「小さな企業が宮城のコ
メで酒をつくるというのは、風評被害で企業存亡の危機になる。
しかし、地球市民の会がそこまでやろうとするのならば協力しよう
」と決断してくれました。この話に物流会社の「トワード」さんが、
米運搬はやりましょう、お酒のラベルは佐賀の伝統産業である和
紙をつくられている「名尾和紙」さんが無償提供、和紙への特殊
印刷を「音成印刷」さんが原価で、たくさんの会社の企業貢献
活動の連鎖が起こりました。酒造りの現場、ラベルの和紙づくり、
ラベル貼りなど多くのボランティアが参加し、地球市民の会の山
下理事長が佐賀から元気を送ろう！キャンペーンのロゴシールの提
供など、多くの市民の参加もありました。

宮城の農家の悲しみを佐賀で喜びに！
宮城の風評被害米が佐賀で純米吟醸酒になりました。

絆伝心物語
　12月22日に宮城県を出発、25日には佐賀県の精米所に送ら
れ、1月23日の麹づくりから本格的に始まり、震災から１年の月
日が経った3月11日1007本が完成しました。お酒は天吹酒造さ
んのトレードマークのお花の花粉から醸した「花酵母」からイチ
ゴの花粉を使った「イチゴ酵母」でつくられ、食前酒として飲む
のに適したすっきりしたほのかな甘みのお酒に仕上がりました。
大切な人や家族、友人とのとっておきの食事の始めの乾杯に良く
合います。

　お酒の名前は「絆伝心」～きずなでんしん～。ネーミングは地
球市民の会の応援者、石井久起さんによるもので、遠く離れた九
州佐賀でも被災地の事をいつも心にかけていますよ、というメッ
セージを込めた名前を付けました。
このお酒の収益は東日本大震災復興の為の資金として、亘理郡山
元町、東松島市、の施設及び仮設住宅の支援に使われます。

　出来るだけたくさんの方に飲んで頂きたいのですが、お酒は予
約で完売となりました。現在、地球市民の会で20本確保してい
ますので、お試しになりたい方は事務局までお申し付けください。
1本税込1575円で、送料着払いでお送りします。事務局に取り
に来ていただいても結構です。
お問い合わせは「大野」まで。　0952‒24‒3334

きずな でん しん

青いびんの美しさを伝えられないのが悲しい！！
西村一守 理事

今回のプロジェクトリーダー
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日韓未来交流2012 in釜山日韓未来交流2012 in釜山日韓未来交流2012 in釜山日韓未来交流2012 in釜山日韓未来交流2012 in釜山
　佐賀市富士町で行われている夏の交流事業「新かちがらす」が韓国で大変好評により、協働団体の釜山韓日文化交流協会の

呼びかけで日韓大学生の交流を釜山の田舎で行いました。

　参加者は、日韓でも共通問題である過疎地域に行き、韓国での取り組みについて学びました。

実施期間：2月25日（土）～ 3月1日（木）

　参加者は日本の大学生6名、韓国の大学生9名でした。

　日本ではフェイスブックなどのSNS活用で3日間で参加者が埋まるほど、韓国へ関心をもつ学生が増えています。

　参加者の中には昨年、一昨年の新かちがらすに参加したメンバーも数名いました。
　　

活動内容：

　ホームステイ、日韓の地域づくり発表会（自国で行われている地域づくりの事例を事前に調べて発表し合いました）、

　農村体験、ナザレ園訪問など

日本人大学生の感想

・私は地域づくりに興味があるのですが、韓国の取り組みを学ぶことができた。衛生的に悪いとこも見れたが、今後の地

域づくりにおいて「食」を通した取り組みが参考になった。

・韓国人大学生のハングリー精神があり、とても親しみやすい人ばかりであった。初めて外国に行ったのですが、特に日

本との違いを知ることができた。良いことも悪いことも両方得るものがあり、朴会長の言葉通り、文化の違いを認識す

ることが重要であると分かった。人は言葉が通じなくても仲良くできる！

・友だちができたことで、韓国全体のいい印象に変わった。友だちのいる国を攻撃することができるのか？戦争って何だ

ろう？って考えさせられた。

日韓未来交流2012を振り返って…

韓国人大学生の案内でまちを散策

日本では生産・加工・

販売と６次産業が

さかんです！

韓国の伝統的なもちつき！

難しい〜

朴会長の講演朴会長の講演朴会長の講演

交流とは

違いを知り、

違いを理解すること

から始まる

最高に
楽しかった〜！
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中山間地の元気再生プロジェクト中山間地の元気再生プロジェクト中山間地の元気再生プロジェクト中山間地の元気再生プロジェクト中山間地の元気再生プロジェクト

富士町上合瀬集落富士町上合瀬集落富士町上合瀬集落富士町上合瀬集落富士町上合瀬集落
　昨年の３月に結成した佐賀市富士町合瀬地区の若者グループ「ベジボーイズ」結成後は、30回を超える話し合いを重ね、様々

な活動を行なってきました。

　１月は地域の婦人会、自治会との連携でキムチ作りを行いました。講師には佐賀大学の韓国人留学生に来てもらいました。

　ベジボーイズのメンバーで話し合いを進めていくと、地域の問題として「耕作放棄地」の問題があがってきました。高齢化に

より手がまわらなくなり、結果として耕作を放棄した土地のことです。山間部ではこれから高齢化が進むにつれてますます増え

てきます。今後の事業展開も考え、耕作放棄地を再生して収益のあがる作物をつくろうという話になりました。将来的には雇用

をうむような産業をつくり、合瀬地区に残って生活したい！合瀬地区なら子どもにとっていい教育が受けれる！と思ってもらえ

るような地域づくりを目指していきます。これからも地球市民の会はベジボーイズの側面的支援を行っていきます。

富士町古湯集落富士町古湯集落富士町古湯集落富士町古湯集落富士町古湯集落
　今後の古湯温泉を考える話し合いを進める中で、もっと

地域の方々と協力して、古湯をPRすることができないか？

ということがでてきました。そこで、地域の方々の協力も

あり、2つの商品を作りました。「幸せのしおり」と「幸せ

を運ぶハガキ」です。ハガキの方は、３.11のコンサートの

時に寄付金付きのハガキとして販売させてもらいました。

　多くの方に田舎のよさ、風景、食、自然などを知ってもら

いたいという思いから昨年より大人を対象にした加工品づく

り体験を行いました。場所は、農家民宿「具座」で全５回行

い、漬物や味噌などを作りました。

　5回行うと参加者同士も仲良くなって、これからも活動を

続けていきたいという参加者からの声もあがりました。その

ようにみんなが集まれる場所として「具座」も活用していき

たいと集落の方も言われていました。

三瀬中鶴集落三瀬中鶴集落三瀬中鶴集落三瀬中鶴集落三瀬中鶴集落
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タイ現地報告 ミャンマー調査報告ミャンマー調査報告ミャンマー調査報告

　ミンガラーバー！私藤瀬は１月18日〜2月７日にかけてミャンマーに行ってまいりました。今回の
目的は☆タンボジ青少年育成事業の評価☆
ちょこちょこ本誌にも登場するタンボジセンターですが、タンボジにはミャンマーの高校生（9、10
年生）が16名寄宿生活を送り、学校に通いながら、農村リーダーになるべく農業や畜産研修等に励ん
でいます。
　タンボジセンターは12年目を迎える事業で、卒寮生は82名にのぼります。今回はそんなタンボジ生
たちに卒業後はどうしているのか、インタビュー調査に行ってきました。

卒寮生大集合！！
　集まってくれたのは、なんと30名
もの卒寮生！来ると言っていたのは
10人程度だったはずなのに！なかに
はヤンゴンからわざわざこのために
帰ってきてくれた方も！そのほか
も、みんな４〜５時間バイクを走ら
せ駆けつけてくれるなど、タンボジ
を思うみんなの心にまず感動！

夢はパオのリーダー！
　今春高校を卒業する、チャウタロンという地域から来たパオ族のタイ・アウ
ン・ポーくん。
彼のおじいちゃんは地域の奨学金の委員をするなど、地域の発展のために頑
張っています。
彼はとっても成績優秀で、将来はお医者さんにでもなるんだろうと思い、将来
の夢を尋ねました。すると、かえってきた答えは「おじいちゃんのようなパオ
のリーダー」!!!パオ族は結びつきが強く、互助精神が根付く地域。さすがパオ
のこどもです！
　また昨年卒業したばかりのクン・アウ
ン・ジーは、センターで習った農業を実
践しています。彼は「自分の畑を見て村
のみんながやりたいって言ってくれるよ
うに頑張る」と張り切っていました。そ
れぞれタンボジで習ったことを地域に還
元しよう、村を良くしようと志をもって
卒業していってくれることに、私たちも
やりがいを感じます。

感謝、感謝
　そのほか、今までの協力者のみなさんに貴重なお話を聞くことができまし
た、タンボジセンターができた（当時はカラモジア）時、何もないところから
木を植え、畑を耕し、センターをつくったこと、そのときミャンマーの心ある
人がボランティアで協力してくれたこと（その方々は今もお世話になっている
方ばかり！）
　たくさんのみんなの志があって、今のタンボジ寮があることを実感してきま
した。

みんなでタンボジを支えよう！
　今回の目的の一つは、今までの成果を評価すること
でしたが、もう一つは今後私たちTPAが全面的に支援す
るのではなく、現地スタッフの手でタンボジセンター
を運営していけるか可能性を探ることでした。今回は
その点について大変うれしい変化が。ピンダヤという
地域に集まってくれた卒寮生たちは、私たちに言われ
ることなく、なんと事前に「タンボジ寮を続けていく
ために自分たちにできることはないか」話し合ったと
いうのです！

　卒寮生の中で、遠方から来てくれた方には気持ちば
かり交通費を支給したのですが、この案を考えてくれ
た中心メンバーである2期のOBは受け取ってくれませ
ん。そこで私は「またこうしてみんなで集まって、タ
ンボジのためにできることを考えてほしい、そのとき
の交通費にしてほしい」といって渡しました。近いう
ちに同窓会を行い、そこから自主的に卒寮生がタンボ
ジを支えるしくみが生まれれば嬉しいな、と考えてい
ます。

◇タンボジOB/OG案◇
　みんなで少しずつお金を出しあいタンボジ基金を

つくり、銀行に預け、利子で運用する。

（ミャンマーの銀行の利子は10％ほど！）

　　　　　ミャンマーと日本の共通点
　この事業の目的は「農村の青年リーダーを育てること」しかし、前述のように仕事のさまざまで出身村に
帰っているのは６割程度です。タンボジセンターは優秀な子どもを選抜しているので、成績優秀な子は政府
の大学（無料）に推薦されたり、それでなくても進学する人が多くなってしまうのが現実。（※ミャンマー
では10年生試験に合格した人のみ大学にいけるが、一般の合格率20％に対しタンボジ生は35％！）そうなると、なかなか村には帰れない。
ある村の保護者や住人にインタビューを行うと、タンボジ生だけでなく最近は町にでていく子どもが多いとのこと。ミャンマーの農村でも過
疎化が起こっている。それは日本と変わらない問題です。
　でも、村を離れたOB達も、自分のいる地域で環境活動を行ったり、先生として未来の宝のこどもの教育に携わったり、孤児院の手伝いをし
たり、とそれぞれがタンボジで学んだ「人のため」という心で社会のために頑張っています。それこそがタンボジが目指す姿なんですね。

みんなのその後…
　早速一人ひとりに、今の職業や、当時の寮生活のこと、タンボジ寮に入った動機など聞いてい
きました。
　村に帰って農業をしている人、役人になって町にいる人、先生になった人、また、卒業してま
だ数年の子達は大学に通っている人も多かったです。とくに普段は村で農業の手伝いをしながら
通信制の大学に通う人が多い！
　「タンボジ寮は厳しかった。でも人のために尽くす心を
学んだ。」「いろいろな技術を学べて楽しかった。」との
感想が多くでました。

　そのほかスタッフとも、今後もっとタンボジ寮をよくするために、また自立運営を目指すためにどうすればいいか話し合いました。日本の
皆様と、ミャンマーの人みんなで心を合わせ、力を合わせ、これからもミャンマーの明るい未来を担う人材を育てるタンボジ青少年育成事業
でありたいと思います。
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タイ現地報告タイ現地報告タイ現地報告 ミャンマー調査報告

　1990年、タイ東北部の小さな村で始められた地球市民奨学金。農村に暮らす子ども達の教育機会を
広げていくことを願い、ウドンタニ県クーキャオ校、カラシン県ボーゲウ校で、22年間、里親の皆さ
んからの温かい想いに支えられ奨学金を届けることができました。これまで3,405人の奨学生が里親さ
んと繋がり、学んできました。
　2012年1月、活動地のひとつであるクーキャオ校に滞在。過去の奨学生達、村のお父さんやお母さ
ん、クーキャオ校の先生達など、多くの方々と共に語らいながら22年間を振り返るための調査を実施
しました。タイで預かってきた声をお届けしたいと思います。

チェート先生
　第２期奨学生のチェート先生。小学校卒業後、お金が無
く進学できず僧侶に。ある日、奨学金のことを聞き、もう
一度勉強したいと思い、クーキャオ校に入学した。その
後、大学まで勉強を続け、クーキャオ校に先生として戻っ
てくることができた。奨学金がなければ、こうやって子ど
も達に教えれるような大人にはなれなかったと思う。

スラポン先生
　これまで５名の先生方が、家庭訪問・奨学生選び・プロフィール作成・手紙書きのお手伝い…などなど、ボランティアとし
て取り組んでくれた。スラポン先生は、そのうちの16年間。子ども達にとっては、「奨学金は宝物のようだった。」と。学校
に行くための費用を支える意味もあるが、選ばれたという自信、応援してくれる人がいるという勇気、里親さんの存在を通し
て人を思いやることの大切さなど、彼らの心のなかに育んだものは大きい。

バスは元気です！？
　1991年、祐徳バス様からクーキャオ校へ、大型バスの寄贈。家の
遠い生徒たちや学校の研修旅行に出かける時の足
として、大活躍してきた。部品を取り替えながら
大切に大切に使われてきた。随分と年老いてきた
バス…遠出するのは難しくなった様子。ブンブン
ブルルンッと、学校の近くにある蓮の花の見学へ
と、子ども達の笑顔を乗せて出かけていった。

たくさんの交流から生まれた希望
　「これまでの活動で、心に残っていることは？」との問いかけ
に、「た〜くさんの里親さんや若い人たちを古賀先生が引き連れ
て来て、一緒にご飯食べて唄って踊って…たくさん笑ったわ。と
にかく、楽しかった。」と活動開始当初からクーキャオ校にいる
トゥック先生。子ども達の心のなかにもキラキラした想い出とし
て残り、大人へと進んでいく時に、視野を広く持てる手助けをし
ていると語ってくれた。

アシポン君のお母さん
　アシポン君は、2007年、日本訪問する機会を。日本へ飛び
立つ飛行機を見ながら、子どもの夢が広がっていくようで嬉し
かった。日本の高校生との交流、ホームステイ、里親さんとの
出会いとたくさんの思い出を持って帰ってきた。彼の心に、頑
張っていきたい！という想いを根付かせてくれる機会となっ
た。現在、働きながら放射線技師の資格取得を目指している。

サムイちゃん
　この春、中学２年生になった彼女。両親が離婚…そし
て、それぞれ再婚。彼女は、親戚と一緒に暮らしてい
る。にこりと可愛い笑顔を見せる彼女を見ながら、両親
とも暮らせず彼女は寂しい思いをしていると、先生。里
親さんのように、彼女を見守り応援してくれる人の存在
は、大きな心の支えとなっている。

シティチャイ君　　
　中学生の時に、父親が他界。そんな時、遠い日本から奨学
金をもらっていることが心の励みになった。時々、タイまで
足を運んでくれた里親さん。我が家に泊まってくれた日、本
当に嬉しかった。中学校卒業後は、専門学校へ。学校でつけ
た技術を生かし、台湾で２年間、就労。現在、23歳。母親の
ために一生懸命働きたいと優しい顔を見せてくれた。

奨学金への想い出ぽろぽろ

タイでの活動あれこれ

喜びを感じた滞在でした★

　初めてのちょっと長いタイ滞在…どきどきとしながらの滞在でした。22年間の地球市民奨学金の歴史。強く温かく繋がれた‘輪’を心で

いっぱい感じてきました。

　奨学金に支えられた里子たち、その両親たちのありがとうの声。村人が、昔から知っている親友のように迎え入れてくれる姿。会う人会う

人が語ってくれた地球市民の会との想い出。これからもずっとずっと繋がっていきたいね、と先生たちがしみじみ語る姿。

こんなに日本から遠～い遠い農村で、日本との繋がりに喜びを感じてくれながら暮らしている人々がいる。純粋に喜びを感じました。タイで

活動を支えてくださってきた先生方、世界中から支援をお送りくださった里親の皆さん、地球市民の会の

先輩スタッフ…皆さんによって、築き上げてきた「タイと日本を繋ぐ輪」を独り占めしている気分でし

た。感謝の気持ちで溢れました。

 これからも、「タイと日本を繋ぐ輪」をより強く温かく、「世界の人々の幸せを願える」活動を続けて

いきたいなと思っています。
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　タイから奨学金を受けていた里子たちの卒業の報告が
きました。クーキャオ校は３月６日、ボーゲウ校は３月13日
に卒業式が実施されました。
　本年度は、里親さんを始め、総勢60名の方々に、タイに渡
航して頂きました。卒業生たちにとっても、たくさんの想い出
が残った１年間になりました。彼らが、中学・高校で学んだ
こと、出会いを力に、前に進んでいくと思います。

　タイの子ども達の教育環境改善を目指すチャリティーショップ「ばーん・たわん」。
皆さんからご寄付頂いた洋服の売上で、タイの農村地域で子ども達を支え合う仕
組みつくりを目指して取組んできました。
　今回、1998年より奨学金支給を行ってきたボーゲウ校で、地域の力で子ども達
へ奨学金を出していくことを目指し、学校農園プロジェクトに取組んでいくことが
決定しました。
　2012年1月、売上234,600円を、プロジェクト準備資金としてタイへ届けてき
ました。ボーゲウ校周辺の住民からの寄付や学校の活動費15,000バーツ（約
45,000円）と一緒になってプロジェクトのカタチとなります★

タイ・スリランカ便りタイ・スリランカ便りタイ・スリランカ便りタイ・スリランカ便りタイ・スリランカ便り
タイ卒業報告

チャリティーショップ「ばーん・たわん」

スリランカ

　ありがとうございました。
頑張って、もっと勉強をし
て、将来は、クーキャオの
村に貢献できるような大
人になりたいです。皆さん
のこと、私の大切な想い出
になりました。

　皆さんの日本からの温かい応
援に、心より感謝申し上げます。
奨学金が、子ども達を励ましてく
れました。
　子ども達は全員、皆さんのこ
とを彼らの想い出のなかに、残
し続けると思います。本当にあり
がとうございました。

 里親さんの皆さん、３年間、温かく応援頂きましてありがとうございました。無事に卒業の日
を迎えることができたのは、子ども達の親、先生たち、地域の大人、そして、里親の皆さんの存
在があったからこそだと感じます。これから、それぞれの新しい道へ進んでいきますが、今後と
も日本よりエールの気持ちをお送り頂けますと幸いです。
　
卒業後の進路報告に関しましては、里親さん一人ひとりにお届けさせて頂きます。

奨学生のコメント 奨学金担当Tin先生のコメント

　この地域の人々は、米つくりが生活の中心。農業に
関する子ども達の知識や経験を増やしたい…という想
いから、精米機を活用した教育サポートが考案され
た。学校内に精米機を設置。子ど
も達が参加し、精米の技術を身に
付けながら、働くことの大切さも
学ぶ。精米したお米を販売した売
上や、村人からの利用手数料で、
ボーゲウ教育基金をたちあげる。
その基金から、子ども達への奨学
金支給やボーゲウ校の教育環境の
充実を目指す★

学校農園プロジェクトとは…？

　これまで、ボーゲウ校では、日本の支援者からお預かりしたお金を奨学金として、日本
から送る活動を続けてきました。これからは、地域の力で子ども達の教育を応援していけ
る体制をつくっていきたい！と気持ちを高めています♪佐賀でのチャリティーショップの活
動は、そんな彼らの想いを応援する役割を持っています★

ニューポーン新古賀・佐賀店、
鳥栖店で展開中！

「ばーん・たわん」のお店

多くのご寄付と想いが届けられている☆これ
から、衣替えの季節。もう着ないけど、捨てるの
はもったいないという洋服をおゆずり下さい。

たくさんのご寄付届けて頂いています

寄付品の仕分け、値段付け、お礼
状書き、イベントで商品販売など
など…自分達にできること楽しく
活動中。

ボランティアの輪

佐賀に留まらず、全国各地から寄付品が寄せられ
た。寄付品回収ＢＯＸも設置を広げていきたい！

企業さんの協力も広がっています！

招聘事業実施します！
　スリランカで実施中のシショダヤ
奨学金。今年の夏、奨学金受給中
の学生を招聘。日本で交流プログラ
ム実施予定です！ホームステイや学
校訪問、スリランカの文化に触れる
フェスティバルなどなど。詳細がきま
りましたら、皆さまに、再度ご案内
して参ります。

　スリランカ・シショダヤ奨学金が生まれ変わります。過去に奨学金を受
給した者の多くが、里親さん達に支えられた経験から、人々の幸せのため
に役割を果たしたいと、スリランカ・世界を舞台に活躍しています。そんな

活動の波をより大きく広くという思いで、里親さんの募集人数、
支援期間を拡大を決定しました！
　
　募集時期：毎年10月
　募集人数：10名
　支援期間：３年（途中学校の休みが入るため、在学期間は３年８カ月）
　里親会費：18,000円×３年間

ご案内ご案内ご案内

プロジェクト担当のケンムリアン先生。
農業を専門にしている。

『子ども達に、勉強や体験ができる機会を
たくさんつくっていきたい。』と
優しい笑顔で話してくれた。
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井上　美由紀

水野　新平

戸田　玲子

岩永　清邦

藤瀬　伸恵

江口　恵美

原　陽子

北原　壽豊

堤　加奈子

徳光　清孝

野口　翔平

古川　昌宏

牧瀬　弓子

本村　満江

中本　正一

原　陽子

原　利幸

古賀　洋子

古賀　慈猛

古賀　友大

芦刈　正則

稲垣　千佳子

新田　一雄

宇都宮　やす子

高田　理恵

福井　丈一郎

有田町社会福祉協議会

石塚　雅子

磯部　芳子

井上　祥代

北高通信制

基山町社会福祉協議会

神野町郵便局

相良　シズ子

白山郵便局

東京海上日動火災保険

松林　久美子

御厨　初美

三井生命保険株式会社

光岡　信子

山口

(有)佐賀墓石

横尾　知美

㈱マイホーム建設

読売西部アイエス

円城寺　久好

斉藤　トシ

打上小学校
　　　（集会委員会）

金立小学校
　（環境保護委員会）

西山　峰次

桜井　高志

㈱ミズ

野口　正子

三瀬　恵美

鶴田　雅敏

御厨　初美

青柳　光美

内山　治郎

円城寺　久好

大塚　寿美雄

大野　博之

加藤　由紀子

小松　重輝

佐々木　佳寿子

千住　友二

西山　峰次

納江　幸利

野内　直穂美

祓川　清美

松林　久美子

的野　直喜

森永　勝馬

愛野　良治

池田　サチ子

板垣　道代

井上　弘子

内山　治郎

浦郷　めぐみ

江口　恵美

榎田　智津子

榎田　智子

榎田　奈保子

円城寺　久好

大野　圭子

岡　大雅

貝通丸　直子

川崎　朋子

木下　博和

倉富　博美

古賀　由紀子

佐藤　弘子

佐藤　基子

千住　友二

田久保　克明

千々和　美香

中島　文子

中村　志津香

中村　圭一

南里　玲子

西山　峰次

納江　幸利

野内　直穂美

馬場　佐和子

馬場　龍之介

原田　典子

平川　恵里

平嶋　トキ子

平野　京子

平野　朋子

深川　明子

古野　眞美

別頭　照代

寶泉　正美

本弓　康澄

前田　綾子

真子　ハマ代

眞崎　健次郎

的野　直喜

武藤　鼓

森永　勝馬

彌富　和枝

山下　雄司

吉田　純子

吉田　じゅん子

愛野　良治

池田　サチ子

稲葉　田鶴子

江口　はる美

亀井　一恵

田中　俊郎

寺戸　純子

戸田　玲子

西山　峰次

納江　幸利

福井　丈一郎

前田　勝美

松林　久美子

吉井　学

吉田　純子

吉田　史郎

吉賀　豊司

鶴田　雅敏

西村　尚子

馬場　信禎

増田　誠司

支援金寄付

佐賀県CSO推進機構

BEATLES　NIGHT

実行委員会　中嶋直樹

北九州地球市民の会

古賀　若菜

栗林　正則

㈱明治屋クリーニング

国際協力NGOセンター

㈶ジャストギビングジャパン

平松清風大学

株式会社トワード

山下　雄司

ガンダム佐賀に立つ会

佐賀女子短期大学

佐賀青年会議所

関　弓子

さが市民活動プラザ

編みものプロジェクト

株式会社音成印刷

しめなわ酒店

宮城県人会さが

山口　直毅

西山田農園

三好農園

吉末商店

ハンバーガーさくら号

ここぱんムウの森

藤本商店

花はな

佐里温泉登栄荘「かざ車」

お菓子の古場

鶴野　義隆

有和堂

アロマテラピーサロンVISS

さがひな市実行委員

木原　慶吾

御厨　初美　
（ビデオカメラ）

正 会 員

ボーゲウ校

シショダヤ

ミャンマータンボジサポーター

※2011年12月～2012年３月まで

そ の 他

　※順不同で掲載させていただいております。

　※大変失礼ですが、敬称は省略させていただいております。いつも本当にありがとうございます!!

購 読 会 員

賛助寄付会員

書き損じハガキ・古切手

クーキャオ中学校

支援金寄付

ミャンマー寄付

クーキャオ高校
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夢タマの思い出夢タマの思い出夢タマの思い出夢タマの思い出夢タマの思い出夢タマの思い出夢タマの思い出
　夢の学校タマテ箱では、去る３月 30日に第２回修了式行いました。迎えました。

子ども達も保護者の方達にとっても４年間という月日はとても貴重な時間だったと思います。その時間を夢の学校タマテ箱を信頼し通わせて

頂いた保護者の方、そして何より、夢の学校でたくさんの経験を通し成長してくれた子ども達に感謝します。その思い出を紹介します。

　ぼくが、はじめて夢の学校にきたのはようちえんのとき。加と

うりつきくんといっしょに見にきました。ぼくが来たら中にはダ

ンボールのめいろがいっぱいありました。

　それであそんでかえりました。そして、夢の学校に入ることに

なりました。夢の学校ではじめて見た人は吉村先生でした。さい

しょのころはよくわからなかったけど、だんだんなれてきました。

ぼくとりつきくん、なぜかはしらないけど「りおんちゃん」は神

野ようち園で一しょでした。

　ほとんどは同じ一年のゆうとくん、りつきくんとぼくで遊ぶの

が多かったです。二年の時はその三人できちづくりやピーポー急

きゅう車とゆうれいきちをつくりました。ぼくが、一番たのしかっ

たことは、おりょうりの日でした。なぜかと言うとたのしいし、

家でもつかえるからです。三年の時りつきくんがやめました。

ちょっとさびしかったです。そして、四年生。ゆうとくんもいな

くなり男子は一人。すこし心ぼそかったです。

　自分では四年生というじかくがありませんでしたがいがいとな

れてきておしごとがふえました。でも、すこしなまけたけれど自

分ではやれたほうだと思います。夢の学校へきてよかったです。

　「夢タマ」にお世話になって、早

いもので４年が経ちます。1年の頃

はお兄さん、お姉さんに教わりなが

らダンボールで基地を作っていたの

が、今では率先して秘密基地作りに

励んでおり、その姿を見ると、ずい

ぶんとたくましくなったと感じま

す。途中からは妹もお世話になり、

野菜作りや川遊び、アロマ、華道、

書道、料理など、家では経験できないようなたくさんの体験を

通して「何でもチャレンジする心」が芽生えたように感じま

す。特に英語劇では、長い台詞を一生懸命に覚え、堂々と発表

できました。「夢タマ」で培った体験を、これからの生活の糧

にしてくれたらと思います。本当にありがとうございました。

　わたしは初めて夢タマに来た時、

いっぱい子どもがいてびっくりしま

した。

　わたしが初めて来た時は木曜日で

初めて空手をしました。

　１年になるちょっと前から「チャ

レンジ」を持ってきてしていまし

た。

　１年生までの思い出は空手です。

なかなかきほんがたをおぼえられな

くてこまったりもしました。でも、初めておぼえられた時はとて

もうれしかったです。そして、夏まつりはソーメンやかき氷など

楽しくできたと思います。２年生では、はたさとみ先生からのり

ちゃん（山口則子先生）に替わりました。たんじょう会はとって

も楽しかったです。おかしづくりも毎週、毎週かわり楽しかった

です。２年生になると下の学年が来てお姉さんになりました。３

年生では４年生が考えた「おとまり会」に出て、楽しい思いをし

ました。３年生は大変で宿題も多くなりました。わたしよりも年

下の人がたくさんいて上から２番目。いろいろまかされました。

でも、４年生がなんでもひきうけてくれて「たのもしいなぁ。こ

んな４年生になりたいぁ。」と思いました。修了式では４年生ばか

りでなく同じ３年生のゆうとくんとりおんちゃんがやめて、３人

になってしまったのです。

　そして、４年生になりました。夢タマの中でも１番上です。い

ろいろなイベントをしたりしました。いままで、１番上の人がし

ていたけど、今度は自分が１番上で大変だったです。これまで、

がんばれたのはいつもいる吉村先生やのりちゃん、みんな、おう

ちの人のおかげです。でも、まだ修了していないのでこれからも

がんばります。いままでありがとうございました。

小松原　修  （保護者）
 

　４年間お世話になりました。１年生の時、裏の畑にかけてある

丸太を先生や上級生に手を取ってもらって渡っていました。手を

差し伸べてくれた方々に恵まれて成長させてもらいました。空手

をしたり、本物に触れる機会をたくさん与えていただき感謝して

います。

　迎えに行くと「えー！もう、あと10分！！」と後ろ髪引かれる

思いで帰る毎日がなくなることが寂しくなります。今後は支える

側で本人共々協力させていただきたいと思います。

♠ 山浦　皓星 ♠

山浦　久美子（保護者）

♥ 小松原　優光 ♥
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夢の学校をつくる会　１～３月のご協賛者

内田裕二様　ソロプチミスト佐賀有明様　池田愛美様　山下＆吉村様

夢タマの思い出夢タマの思い出夢タマの思い出

　夢タマに入ってもう、４年。長いようで短い生活だったように

思います。子どもは一人っ子で、夢タマに入って多くの兄弟が出

来たような感覚でいるようです。楽しく毎日の出来事を話してく

れるようになりました。空手で２つ昇級した時は喜び、英語劇で

はよく出来た時には「ほっと」して子どもなりに自信をつけたよ

うです。空手、書道、華道夢タマの先生方には、迷惑をおかけし

たと思いますが、子どもにとっては良い経験になり、また良い思

い出になると思います。ありがとうございました。

千綿　広雅（保護者）

　夢の学校タマテ箱とのおつきあいは４年前の４月1日でした。

仕事の関係で学童保育を探していましたが、当時通う小学校に

は入学式以降から夕方６時までしかお願いできませんでした。

そんな時夢タマの話を聞き、見学、決定しましたが同じ学校か

らはほとんどお友達がなく「お迎えで〜す」の車に一人乗って

行くことに、本人も不安があったと思います。もともと、小学

校にも知り合いがない事も重なって不安定な生活でした。よう

やく慣れていくにつれ夢タマのいろんなプログラムに積極的に

参加するようになり成長を感じました。夢タマの先生方やおか

しらの先生方に本当に感謝しています。

　ありがとうございました。また、今後も夢タマ卒業生として

お世話になると思います。どうぞよろしくお願いします。

千綿　仲代（保護者）

　一番はじめは、お母さんにゆめタマに言っておいでといわれたときに、びっくりしました。さいしょ

はゆめの学校たまてばこってどんな所だろうと思いました。行っていたらおねえさん、おにいさんたち

がいっぱいいてしゅくだいとかをおしえてくれました。

　その中でも一番さいしょにできた友達が「こがひより」さんでした。　

＊はじめてはいったときのこと

　はじめてはいったときは、ほんとうにドキドキしました。でも一回はいったらすぐともだちができて

よかったです。

＊むかえにきてもらってさがしてもらったこと」

　このとき、わたしはまだむかえにこないのかなーって思ってこうみんかんの中や学校であそんでいま

した。そして、あそんでいるときにむかえにきたので、むかえにきたことがわからなくて、そのまま

あそんでいました。そしてほうそうでよばれてから、車にいきました。

＊おやつづくりのこと

　一番心にのこったのは、クリスマスの時におやつの家をつくったことです。やねをつけるのがむずかしかったです。あと、いちごだい

ふくもおいしくて、あんこの上にいちごをのせるのがむずかしかった。

＊空手のこと

　からては、さいしょ、[その場づき]をおしえてもらいました。白おびのときは、空手はすごくむずかしかったけど、白、ピンクとなっ

てその場づきからきほんがたもならいました。はじめは、すごくむずかしかったけどおぼえるとかんたんでした。そして赤おびになっ

てきほんがたが足や手、目線もちゃんとできるようになりました。おびは人にもやってあげられるようになりました。

＊しゅうじのこと

　しゅうじは千字文ちょうせん。むずかしいもじやすごくかんたんな字もありました。

＊えいごげきのこと

　はじめ英語はいやだなーとおもっていたけどやはりはじめてから英語ってたのしいなと思いました。クリスマスの英語げきさいがまち

どおしくなりました。なぜかと言うと、どんちゃんから「あきほさんは発音がじょうず。」といわれたからです。

＊いけ花のこと

　一番心にのこったのは、クリスマスのことです。リボンやキラキラをかざっていけました。前田先生に見てもらったら「あきほさんは

いけ花のさいのうがあるかもしれない。」といわれたからうれしかったです。

＊先生たちのこと

　ゆめタマのせんせいはいっぱいいてその中でも一番おせわしてくれるのがのりちゃんとよしむら先生です。のりちゃんはおやつづくり

がじょうずでよしむら先生は、空手がじょうずです。

♦ 千綿　秋穂 ♦
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新・古賀道場旗が出来ました

守礼堂杯　第９回和道流空手道佐賀県大会

今年は黄組が優勝！！

　古賀道場のシンボルマークを大きく描い

た新しい道場旗ができました。

　シンボルの横には、明るく、楽しく、元

気よくの道場のモットーが書かれていま

す。

　試合で頑張る子ども達に勇気を与える大

きな旗が欲しいという想いから、古賀道場

保護者、一般の会「あたげ会」と「古賀道

場ＯＢ、ＯＧ会」から寄贈していただきまし

た。

　この立派な道場旗のもと、古賀道場っ子

は勇気100倍！！元気いっぱいに試合に臨む

ことでしょう！！

　２月18日の日曜日。朝から雪が舞い散る寒い

寒い朝、佐賀市立体育館には空手衣を来た古賀

道場の選手達が集まってきました。

　今回で９回目となる和道流佐賀県大会は寒さ

が厳しい凍えるような体育館での開催となりま

した。でも選手はみんな元気いっぱいに日頃の

稽古の成果を見せてくれました。

　今回は、夢の学校タマテ箱の子ども達、そし

て、おへそ保育園の園児たちも出場してくれ、

大会を盛り上げてくれました。

　今年の守礼堂杯は福岡大晴くんが率いる、「黄組」が

優勝しました。わずか５ポイント差の255点で惜しく

も２位となった梶山大地くんキャプテンの緑組も大健

闘を見せてくれました。

記事２

記事１
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﹂
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　春になると気持ちがウキウキしてきます。それとともに、なんだか嬉しい気持ちになってしまう出来事も増えてきたような気がしてきまし
た。そんな、春のようなあたたか〜い気持ちになるような出来事を集めてみました！皆さんにも、そんな楽しい出来事を教えてください！

４月〜６月のお知らせ ●は地球市民の会、♥は古賀道場
★は夢の学校 の行事です

地 球 市 民 の 会

再生紙を使用し、 環境に優しい水なし印刷で製作しています。

大野　博之　小学校を卒業した娘と私の二人で、彼女の卒業の思い出に25キロウォークをしました。ゴールをドラマティックにしよ
うと家にいるはずの連れ合いが待ち受けるという演出。ところが、娘はそれをなぜか知っていたにもかかわらず、ずっ
と知らない振りをして最後まで付き合ってくれました。「何で、言わなかったの？｣「知っていると父ちゃんたちががっか
りするかなと思って」…親が思うより子は育ってるんですね！

江口　恵美　先日、満12歳の元気すぎる我が家の老犬ダニエルがヘルニアで動けなくなりました。普段まったく世話をしない子供た
ちが心配して夜だったので診てくれる病院を探しまわり、ヘルニアと診断され、まあほっとしたのですが…子供たちの
慌てようと心配する様子が最近温かい気持ちになった出来事でした。

岩永　清邦　とあるイベントで今関わっている「ベジボーイズ」の活動を発表した時のことです。発表者はベジボーイズのメンバー。
自分たちはただ若者だけで活動するのではなく、年配の方々にこれからも元気に農業をやってもらいたいから代わりに
草刈りや放棄地再生の活動をしています！との発表に会場にいた方々から大きな拍手がありました。まさかの反応にメ
ンバーもビックリでしたが、自分たちの活動に共感をしてくれたことは大きな感動のあった発表でした。

藤瀬　伸恵　TPAのミャンマー現地駐在員の柴田さんには2人のお子さんがいます。ミャンマーでは2人に会うのがとっても楽しみ。
先日ミャンマーで2人に会ったときの出来事。１年生になった拓（７歳）が私に手紙とプレゼントをくれました！手紙
には「いつもプレゼントありがとう。今日はたくもプレゼントあげます」と！お正月にもらったおこづかいで、私にオ
レンジ色のヘアゴムを買ってくれていました。拓の優しくキレイな心が詰まった、心あったまる私の宝物です。

戸田　玲子　私のある日のつぶやき。「ピザが食べたいなぁ…。」すると、その日の夕方。江口さん「冷蔵庫にあった材料で作ってき
ました〜夕食に食べて★」と熱々のピザを持ってきてくれました。数分後、「ピザの美味しいお店があるから、明日、
食べに行こう♪」と藤瀬さんからのメール。ここの職場は、私の小さな声も拾ってくれます。優しいなぁと心があたた
か〜くなりました☆

古賀　大之　毎日、稽古しているともちろんいろんな感情が湧いてきます。上達するためにひたむきに頑張っている子を見ると春の
ような暖かい気持ちになります。まったく人の話を聞いてない子達をみると冬のようなさむ〜い気持ちになりますし、
言うことを聞かない子がいると夏のような熱い気持ちになります。毎日稽古中に、四季を感じることができる古賀道場
です。

古賀恵美子　空手をがんばっている子ども達の元気な姿と明るい笑顔を見ていると、本当に心があたたかくなります。そして保護者
の皆様にもいつも支えていただき感謝の毎日です。

古賀　洋子　大野さんのお嬢さん、可和世さんとの会話で。私「お母さん卒業おめでとう」　可和世「ありがとうございます」　私「お
母さんといっしょにいる時間も少しふえたかな・・・？」　可和世「はい、お母さんの眠る時間が増えてよかったです。
お母さんは、みんなから頑張りやさんって言われます。」忙しすぎるお母さんで、子ども心にきっと淋しい思いもした
と思うのに、お母さんが誇りでたまらないというハニカンダ笑顔に、心がじわ〜とあったかい気持ちになった私でした。

青柳　達也　え〜？毎日があたたかい出来事で溢れていて感動の「いのちのまつり」の毎日で、一つのエピソードなんて選べないで
すが．．．僕には色んな生徒さんがいて、その一人一人は自分なりに自分らしく生きようとしています。感情のかたまり
である人間だから、たまには一生懸命に頑張れない日がある。簡単にはその人の立場になって考えることはできないか
も知れないけれど、そんな全てを受け入れてあげられるように少しでもなれたときに、あたたかい気持ちになることが
できます。           

吉村　　薫　昨年末、家族が一人増えました。私は「ばぁ〜ば」。日を追うごとに表情豊かになりました。赤ちゃんはいつでも春の
ような温かさを運んできます。世界中に赤ちゃんがたくさん産まれたらいいな!!

高柳　哲也　沈丁花の香りがただよい、土筆が顔を出す頃、一斉に咲き出す花々を見ながら、自宅の庭のレモンを収穫するときに、
あたたかい春を感じます。

山口　則子　夢タマキッズは春が来るよりも先に外にとび出し元気元気!!何をするかと思えば、穴ほり。ただひたすらに穴をほり、
水が出たと大さわぎ。制服、洋服おかまいなしで、ドロだらけになって一生懸命穴をほる夢タマキッズのキラキラ笑顔
におもわず私も笑顔になります。

♥古賀英語道場
　スピーチフェスティバル

７月20日(金)  
（中高生の部） ♥古賀英語道場

　スピーチフェスティバル

７月22日(日)  
（小学生の部）

最近、春のようにあたたか〜い気持ちになった出来事

東日本大震災支援事業進行中です！「佐賀から元気を送ろうキャンペーン」

ホームページで活動をご確認下さい！　http://www.genkiokurou.jp/

●第11回通常総会記念イベント

草場一壽　　新作絵本発刊記念講演会
「いのち、幸せ、今ここに生きる」
～あなたから始まる、新しい世界～
　
平成24年５月19日土曜日　15時～

●第11回通常総会　開催

平成24年5月19日土曜日に決定しました！

13時開場　13時30分～総会開会　

15時から記念イベントです。

場所は佐賀県駅北館（旧佐賀県勤労者福祉会館）

佐賀市神野東二丁目6番10号　　電話　0952-97-9767

★秋　教育シリーズ⑧開催予定

お楽しみに★　

★8月　キャンプ夏タマテ箱
　開催予定！！

古賀英語道場・空手道場

夢 の 学 校 を つ く る 会

「ヌチヌグスージ

いのちのまつり」

ようちえん絵本大賞 受賞
絵本

『幸せを売る男』
サンマーク出版
６月１日発売

●地球市民大懇親会（総会終了後！）

　18時〜　和食処「おおしま」　会費5,000円

●８月下旬　新かちがらす計画開催予定！！

●８月下旬　スリランカシショダヤ奨学生　来日予定♪

 （チカラット申請中、佐賀市民のみなさま投票お願いします☆）


